
【2007年～2018年 7月まで 動物たちを守る活動履歴のまとめ】 

 

2007年 NPO法人 どうぶつたちの病院 沖縄 長嶺隆代表に出会い 

     ヤンバルクイナをはじめとした希少種・生息地保護の活動を知り 

     ワイルドライフアートを通じた保護活動への協力を開始する。 

     同年より生息地を含めた希少種の取材を開始する。 

 

2009年 沖縄・絶滅危惧種 ヤンバルクイナ題材にした作品が 

The 49th Annual Exhibition of the Society of Animal Artistsにて入選 

アメリカはワイルドライフアート発祥の地 

Society of Animal Artists は世界の動物画家が入会を目指す 60年以上の 

歴史を持つ老舗的なアート協会（現在、同協会日本人 3人目の正会員） 

 

2010年～2011年 富士通マイクロエレクトロニクス社（現在、富士通セミコンダクター） 

「FIND誌」の表紙を担当クライアントの「自然との共生」というメッセージと描いている 

希少種・生息地保護のテーマが一致し表紙を担当することになる。 

 

2011年 特別天然記念物であるニホンカモシカを題材にした作品が、アメリカ 

The 51th Annual Exhibition of the Society of Animal Artists 入選 

 

2013年 10月 沖縄・那覇にてヤンバルクイナ保護・生息地保護 チャリティー個展開催 

    個展会場にて開催主旨など・NHK沖縄・沖縄タイムス社の取材を受ける。 

    グッズ販売金額を NPO法人どうぶつたちの病院 沖縄へ寄付 

    会場内にて NPO法人どうぶつたちの病院 沖縄の絶滅危惧種保護 

    生息地保全のための活動を紹介 沖縄県民の方に北部やんばるに生息する 

    動物たちの置かれている現状など理解を深めることを目的とする。 

 

2014年 6月 東京・吉祥寺に長崎ツシマヤマネコ保護 チャリティー個展開催 

     協力：井の頭自然文化園（文化園にて保育されているヤマネコ紹介） 

     個展開催へ向け ・毎日新聞社・東京新聞社の取材を受ける。 

     会場にてNPO法人どうぶつたちの病院（沖縄とは別団体） 

     グッズ収益金を同団体へ寄付 

 

2014 年 11 月 井の頭自然文化園にて開催 ヤマネコ保護啓発イベント「ヤマネコ祭り」

お絵描き教室講師 参加者 200名 絵を描くことを通じヤマネコがおかれている環境を 

ご理解いただくための啓発イベント 



2014年秋 井の頭自然文化園彫刻館 絵の展示 

      長崎県対馬の野生動物や自然をテーマにした作品を展示 

 

2015年 3月 沖縄・アニマルハートリンクプロジェクトヘ協力 

       野生動物保護だけではなく、沖縄やんばるの森へのペット放棄を無くすため 

       （生態系保護の目的）ペットの殺処分「０」への活動にも協力 

 

2015年 5月 公益社団法人 日本獣医師会の藏内会長へ自然・動物保護の活動を報告 

絶滅の恐れがある長崎・ツシマヤマネコや沖縄・ヤンバルクイナなど国内外で

の日本の自然保護・動物たちの保護活動を報告 

 

2015年 5月 神奈川県獣医師会 会報誌の表紙を担当（1年間） 

      動物・自然保護に携わる活動を神奈川県獣医師会が評価取り組みに関しても

紹介をいただく。 

 

2015年 8月 福島応援プロジェクト 金澤翔子美術館にて個展開催 

      東日本大震災後、今後どのように自然・動物たちの共生を目指すかを投げ掛け

た個展を福島・金澤翔子美術館にて開催 

      【後援】公益社団法人 日本獣医師会・公益社団法人 福島県獣医師会 

      新聞社取材：福島民友社・いわき民報社 来場者 1,000名 

 

2015年 10月 沖縄こどもの国 ヤマネコ祭 お絵描き教室開催 

       参加者 80名 グッズ収益 NPO法人どうぶつたちの病院 沖縄へ寄付 

       井の頭自然文化園 ヤマネコ祭 お絵描き教室開催 

       参加者 240名 グッズ収益 NPO法人どうぶつたちの病院へ寄付 

 

2015年 11月 動物フェスティバル神奈川パンフレット&ポスター絵柄担当 

       フェスティバルのテーマ「ともに生きる」 

       動物と自然をテーマにした「森のなかまたち」を製作 

 

2016年 3月 熊本地震義援金 チャリティーお絵描き教室開催 神奈川県のペット愛好家

の方々へチャリティーイベント 場所：平塚動物総合医療センター 

 

2016年 3月 東京都獣医師会依頼 東京・御蔵島 オオミズナギドリ生息地保護ポスター 

       東京都・御蔵島は世界有数のオオミズナギドリの繁殖地であるが近年、野猫

による数の減少が危ぶまれ生息地保護を求める啓発ポスターを作成 



2016年 6月 大阪芸術短期大学にてワイルドライフアート特別講義 

       芸術を学ぶ大学生へ対し自然からインスピレーションを受け作品を 

       製作する姿勢を紹介。生息地保全の大切さを訴える。参加者 80名 

 

2016年 7月 JWC ワイルドライフファインアート展 日本代表として参加 

       絵を通して、里山にすむ動物たちを身近に感じていただき 

動物たち・自然環境のことに関心を持っていただくことを目的 

       来場者へ向けお絵描き教室開催（開催場所：パルテノン多摩） 

 

2016年 8月 アニマル・ウェルフェアサミット 東京大学 お絵描き教室講師参加 

       滝川クリステルさんが代表を務める一般財団法人クリステル・ヴィ・アンサ

ンブル主催による「アニマル・ウェアフェアサミット 2016 動物と人の笑

顔のために」（東京大学弥生キャンパス） お絵かき教室講師として参加 

 

2016年 9月 沖縄・やんばるの森 応援企画 ワイルドライフアート個展開催（東京） 

      東京・阿佐ヶ谷「art gallery OPPO」動物・自然保護啓発のための個展開催 

      収益金の一部をNPO法人どうぶつたちの病院 沖縄へ寄付 

 

2016年 10月 沖縄こどもの国 ヤマネコ祭 お絵描き教室開催 

       参加者 200名 

       井の頭自然文化園 ヤマネコ祭 お絵描き教室開催 

       参加者 220名 

        

2016年 10月 新聞社取材；沖縄・琉球新報社 

10月 14日（金）2007年よりはじめた沖縄での取材、作品製作 

動物保護・生息地保全に関する活動を取材していただき 

記事を掲載 

 

2016年 12月 東京農工大学 ヒトと動物の関係学会 特別講演 

       動物芸術家の動物観をテーマに特別講義を開催 

       動物保護・自然保全をテーマに現地取材を元にした製作方針を講演 

       講演名「魂を宿すワイルドライフアート」 

       一般の方も参加可能な公開講座  

 

 

 



2017年 4月 帝京科学大学 ワイルドライフアートと野生動物保全 特別講義 

      帝京科学大学 アニマルサイエンス学科の方々へ特別講義を開催 

      普段、動物を通した学問を学ぶ学生さんへ動物・生息地を保護する活動の話、 

      次の世代の子供たちへ動物・自然へ関心を持っていただくための 

      イベントワークショップのお話をさせていただきました。 

      参加者：150名 

 

2017年 6月 大阪大学・短期大学・大学院にてワイルドライフアート特別講義 

      アートを通じて出来る動物保護・自然保全に関する講義を開催 

      大学院では環境デザイン・アートセラピーを学ぶ学生さんと自然保全につい

てそれぞれの立場から意見交換をすることが出来ました。 

      参加者：大学 150名 短大 80名 大学院 10名 

 

2017年 8月 2年連続 アニマル・ウェルフェアサミット 東京大学 講師参加 

       滝川クリステルさんが代表を務める一般財団法人クリステル・ヴィ・アンサ

ンブル主催による「アニマル・ウェアフェアサミット 2017 動物と人の笑顔

のために」（東京大学弥生キャンパス） お絵かき教室講師として参加 

 

2017年 9月～12月 沖縄やんばるの森～西表島 自然保護・絶滅危惧種保護 応援企画 

          世界自然遺産登録応援イベント開催（個展・講演会・お絵描き教室） 

          取材：RBCiラジオ・琉球新報社・八重山毎日新聞社 

 

9月【東京会場】個展 会場：Art gallery OPPO   

期間：2017年 9月 19日（火）～24日（日） 

協力：NPO法人どうぶつたちの病院 沖縄   

 

10月【大阪会場】 個展・講演会・動物画お絵描き教室 

会場：Gallery Cafe Kirin  

期間:2017年 10月 14日（土）15日（日） 

協力：NPO法人どうぶつたちの病院 沖縄 

 

11月【沖縄・那覇プレイベント】 個展・講演会・動物画お絵描き教室  

会場：OKINAWA BIANCO  

期間:2017年 1１月３日（祝）～５日（日） 

共催：NPO法人どうぶつたちの病院 沖縄   協力：オム・ファム株式会社 

 



11月【沖縄やんばる会場】 個展・講演会・お絵描き教室 

会場：やんばる野生生物保護センターウフギー自然館 

期間：2017年 11月 14日（火）～30日（木） 

主催：やんばる自然体験活動協議会 

   （構成員：国頭村、大宜味村、東村、沖縄県環境生活部、環境省那覇自然環境事務所） 

共催：NPO法人どうぶつたちの病院 沖縄 

 

12月【沖縄・西表島会場】 個展・講演会・お絵描き教室 

会場：西表野生生物保護センター 沖縄県八重山郡竹富町字古見 

期間：2017年 12月 9日（土）～24日（日）   

共催：NPO法人どうぶつたちの病院 沖縄・西表野生動物保護センター運営協議会 

（構成員：環境省那覇自然環境事務所・沖縄県環境部自然保護課・竹富町政策推進課・竹富

町教育委員会社会文化課・古見公民館・西表東部地区公民館連合会） 

 

2017年 10月 東京コミュニケーションアート専門学校 自然保全特別講義 

       エココミュニケーション学科生徒へ 

       「動物画家がつなぐ野生動物保全」に関する特別講義 

 

2017年 10月 井の頭自然文化園 ヤマネコ祭 お絵描き教室開催 

       大雨強風警報のなか室内イベントへ変更（参加者 20名） 

        

2017年 11月 沖縄県国頭村 教育委員会協力による小学校お絵描き教室開催 

       地元の子供たちに身近な自然に関心を持っていただくことを目的 

参加者：30名 

 

2017年 11月 THERMOS社＆猛禽類医学研究所 猛禽類保護のお手伝いに参加 

       企業である THERMOS社・北海道にて絶滅が危惧される猛禽類を 

       保護する齊藤慶輔獣医師の活動へ対し猛禽類のイラストを無料提供 

       限定ボトルの収益金が猛禽類医学研究所へ寄付される。 

 

2018年 1月・7月 東京コミュニケーションアート専門学校 自然保全特別講義 

        エココミュニケーション学科生徒へ 

       「動物画家がつなぐ野生動物保全」に関する特別講義 

 

 

 



2018年 3月 一般財団法人 クリステル・ヴィ・アンサンブル主催 

       フォスターアカデミー 「動物画家がつなぐ想い」を講演 

       愛犬・愛猫保護に関心のある方へ対し、野生動物・自然保全に関する活動を 

       講演し生態系のバランスを守るために、野犬・野猫を増やさぬ活動が 

       切ってもきれない関係であることに理解を求める。 

 

2018年 3月 東京・田園調布 Dog Café 田園茶房にて愛犬家向けイベント開催 

       愛犬家の方々へ野生動物・自然保全に関する活動を報告 犬猫殺処分「０」

と野生動物・生息地保護のお話とお絵描き教室イベント開催 

 

2018年 5月 Specialイベント トークショー 『齊藤慶輔 × 岡田宗徳 が語る  

「野生生物から、私たち人間へのメッセージ」』開催 

一般の方へ対し、希少種を守ること、生態系のバランスを守ることの大切さ

を知っていただくことを目的に開催 

会場①：二子玉川 蔦屋家電  参加者（定員満席）：130名 

主催：二子玉川 蔦屋家電  協力：株式会社 浮力 

会場②：東急ハンズ 渋谷店 ハンズカフェ 参加者（定員満席）：30名 

主催：東急ハンズ 協力：株式会社 浮力 

 

2018年 6月 大阪大学・短期大学・大学院にてワイルドライフアート特別講義 

      アートを通じて出来る動物保護・自然保全に関する講義を開催 

      大学院では環境デザイン・建築デザインを学ぶ学生さんと共に彼らの自然を

活かした建築物へ対する「夢」へ対し意見交換することが出来ました。 

      参加者：250名 

 

2018年 7月 企業コラボ 三越・伊勢丹 HD 労働組合主催 CSR活動の一環として 

      お話会＆動物画お絵描き教室開催 

      社員・社員の家族の方へ向けたイベント講師として 

      「動物画家がつなぐ想い」＝生態系バランスを守るための 

 

2018年 7月 環境省釧路湿原野生生物保護センター主催猛禽類お絵描き教室開催 

猛禽類医学研究所さんと共に猛禽類を守る＝「生態系トップの猛禽類を守ることは生態系

のバランスを保つことが出来る」ことをご理解いただきたいとう思いから猛禽類お絵描き

教室を開催しました。北海道内外より 70名の方にご出席いただくことが出来ました。 

北海道新聞社による取材。教育関係者・博物館の学芸員の方にも取材をいただくことが出来

ました。 


